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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飲食客による飲食により使用済みとなって回収される回収飲食物容器を厨房内に搬送す
るための回収飲食物容器搬送設備であって、
　飲食客が飲食を行う飲食台に隣接して設けられた投入部において、前記飲食台の天面の
飲食時における通常高さ位置よりも低い位置に、前記回収飲食物容器を搬送するための搬
送面を有する搬送路と、
　前記飲食台の天面の少なくとも一部を成す昇降部の上面を、前記通常高さ位置と、前記
搬送面とほぼ面一な高さ位置と、の間で昇降させる昇降手段と、
　を備えることを特徴とする回収飲食物容器搬送設備。
【請求項２】
　前記昇降手段によって前記昇降部が降下されることにより、前記投入部への前記回収飲
食物容器の投入が可能となることを特徴とする請求項１に記載の回収飲食物容器搬送設備
。
【請求項３】
　前記投入部の投入口を、前記昇降部の上面が前記搬送面とほぼ面一な高さ位置まで降下
することで開閉することが可能な開閉部を備えることを特徴とする請求項１または２に記
載の回収飲食物容器搬送設備。
【請求項４】
　前記飲食台に常備される常備品を載置するための載置部と常備品を収納するための収納
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部とを前記昇降部に有するとともに、該収納部の上部開口を塞ぐための開閉板とを有し、
　前記昇降手段が、前記常備品が載置された載置部を降下させて前記収納部内に格納する
第１段目の降下と、該載置部を格納した昇降部を降下させる第２段目の降下とを行う多段
昇降手段であることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の回収飲食物容器搬
送設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、飲食客による飲食により使用済みとなって回収される回収飲食物容器を厨房
内に搬送するための回収飲食物容器搬送設備に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、回転寿司と称されている寿司店においては、飲食カウンタ等の飲食台に沿って
設けられ、無端回走するクレセントチェーンコンベヤ等よりなる循環搬送路上に、寿司等
の飲食物を盛り付けした皿容器を載置して、飲食客エリアを循環搬送させることにより、
客に飲食物を提供するようになっている。そして、上記のような循環型飲食物搬送装置に
おいて、飲食客が飲食した後の飲食済み容器は飲食カウンタや飲食テーブル等の飲食台に
積載して置かれ、客の入替え時や、閉店後に店員が飲食済み皿を回収飲食物容器搬送設備
として設けられている下げコンベアの投入口まで運び回収するようにしていた（特許文献
１参照）。
【０００３】
　また、これらの回収飲食物容器搬送設備では、飲食済みの皿等の飲食物容器を下げコン
ベアの投入口まで運ぶ必要があり、手間が掛かるだけでなく繁雑時には運搬途中で人と接
触して積層状態の飲食済み皿をひっくり返す恐れもあることから、これら投入口を飲食カ
ウンタや飲食テーブルに設けたものがある（例えば、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００３－７０６１５号公報
【特許文献２】特開２００５－２８７６５１公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記した特許文献２にあっては、確かに飲食済みの皿等の飲食物容器を投入口まで運ぶ
手間を省くことができるものの、これら飲食済みの皿等が、投入口から下げコンベアに対
して傾斜配置された誘導路をスライドして落下するので、該落下時に音が発生して飲食客
の騒音となり、飲食客が落ち着いて飲食をできなくなってしまう場合があるとともに、皿
等の飲食物容器が損傷し易いという問題があった。
【０００５】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、使用済みとなって回収される
回収飲食物容器を投入する際の騒音が少なく、かつ、飲食物容器が損傷し難い回収飲食物
容器搬送設備を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載の回収飲食物容器搬送設備は、
　飲食客による飲食により使用済みとなって回収される回収飲食物容器を厨房内に搬送す
るための回収飲食物容器搬送設備であって、
　飲食客が飲食を行う飲食台に隣接して設けられた投入部において、前記飲食台の天面の
飲食時における通常高さ位置よりも低い位置に、前記回収飲食物容器を搬送するための搬
送面を有する搬送路と、
　前記飲食台の天面の少なくとも一部を成す昇降部の上面を、前記通常高さ位置と、前記
搬送面とほぼ面一な高さ位置と、の間で昇降させる昇降手段と、
　を備えることを特徴としている。
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　この特徴によれば、飲食台天面の少なくとも一部を成す昇降部の上面が昇降手段により
搬送路の搬送面とほぼ面一な高さ位置とされるので、該昇降部の上面に載置された回収飲
食物容器を、ほぼ水平方向に自由落下することなくスライドさせて搬送面上に投入でき、
よって、回収飲食物容器を投入する際の騒音を少なくできるとともに、該回収飲食物容器
が自由落下により損傷することを回避できる。
【０００７】
　本発明の請求項２に記載の回収飲食物容器搬送設備は、請求項１に記載の回収飲食物容
器搬送設備であって、
　前記昇降手段によって前記昇降部が降下されることにより、前記投入部への前記回収飲
食物容器の投入が可能となることを特徴としている。
　この特徴によれば、昇降部が降下されない状態においては、回収飲食物容器の投入が不
能とされるので、使用済みとなった飲食物容器が、飲食客により不必要に投入されること
による不都合、例えば、会計の間違いや搬送路における搬送トラブル等が発生することを
回避できる。
【０００８】
　本発明の請求項３に記載の回収飲食物容器搬送設備は、請求項１または２に記載の回収
飲食物容器搬送設備であって、前記投入部の投入口を、前記昇降部の上面が前記搬送面と
ほぼ面一な高さ位置まで降下することで開閉することが可能な開閉部を備えることを特徴
としている。
　この特徴によれば、昇降部の昇降距離大きさに比較して、投入口の大きさを大きくする
ことができ、比較的少ない昇降距離であっても、背丈の高い飲食物容器や多数に積層され
た飲食物容器を投入口から投入することができる。
【００１０】
　本発明の請求項４に記載の回収飲食物容器搬送設備は、請求項１ないし３のいずれかに
記載の回収飲食物容器搬送設備であって、前記飲食台に常備される常備品を載置するため
の載置部と常備品を収納するための収納部とを前記昇降部に有するとともに、該収納部の
上部開口を塞ぐための開閉板とを有し、
　前記昇降手段が、前記常備品が載置された載置部を降下させて前記収納部内に格納する
第１段目の降下と、該載置部を格納した昇降部を降下させる第２段目の降下とを行う多段
昇降手段であることを特徴としている。
　この特徴によれば、常備品が載置された載置部が昇降手段により自動的に収納部に格納
されるようになるので、これら常備品を退避させる手間を省くことができ、回収飲食物容
器の投入をより一層スムーズに行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の実施例を以下に説明する。
【実施例】
【００１２】
　本発明の実施例を図面に基づいて説明すると、先ず図１は大型店舗等で厨房エリアから
飲食客エリアに向けてＥ型に配置された本発明の回収飲食物容器搬送設備を備えた循環型
飲食物搬送装置の平面図、図２は図１のＡ－Ａ矢視図、図３は図１のＢ－Ｂ断面図、図４
は飲食客エリアに張出した循環型飲食物搬送装置の下方に本実施例の回収飲食物容器搬送
設備を成す下げコンベアを配置した状態を示す斜視図、図５は図１のＣ－Ｃ断面図、図６
は、本実施例に用いた、回収飲食物容器搬送設備を成す、飲食テーブル６を構成する昇降
ユニット２９の動作状況を示す図である。
【００１３】
　図１、図2において、厨房エリア１と飲食客エリア２は、隔壁３により仕切られており
、厨房エリア１と飲食客エリア２には、クレセントチェーンコンベヤＣＬより成る循環型
飲食物搬送装置（以下循環搬送装置と称する）４が無端状に設けられている。
【００１４】



(4) JP 4596545 B2 2010.12.8

10

20

30

40

50

　飲食客エリア２には、互いに並設される往路及び復路からなる２つの搬送路を有する３
列の張出し搬送路、すなわち張出し搬送装置４ａが、厨房エリア１から所定間隔離間して
隔壁３より突出するように配置され、その突出搬送路の両側には、飲食カウンタ５又は複
数の飲食テーブル６と客席７とが設けられている。
【００１５】
　上記循環搬送装置４は、厨房エリア１側の搬送路である直線搬送装置４ｂと各張出し搬
送装置４ａとにより、平面視Ｅ型に形成され、厨房エリア１内において直線搬送装置４ｂ
に載置された飲食容器、例えば寿司皿Ｓが、飲食客エリア２側の各張出し搬送装置４ａに
連続して供給されるようになっている。
【００１６】
　厨房エリア１内において直線搬送装置４ｂを支持している支持台（不図示）の下方寄り
には、図２並びに図３に示すように、この支持台内を挿通して無端回走する一本状の回収
用搬送装置となる回収コンベア９が、直線搬送装置４ｂと平行をなして、かつ隔壁３に沿
うように近接して設けられている。
【００１７】
　上記回収コンベア９は、ネット又はベルト状のコンベヤよりなり、搬送方向先端の下流
位置（図２参照）に配設された洗浄のための回収槽（以下洗浄槽と称する）１０に飲食済
みとなった使用後の寿司皿Ｓ等が収納された回収ボックス２２を搬送するようになってい
る。
【００１８】
　一方、厨房エリア１から隔壁３の開口２５を通して飲食客エリア２側に張出した各張出
し搬送装置４ａは、箱型に構成された支持枠１２の上面に設けられた搬送路Ｌ１，Ｌ２上
を循環移動するとともに、各張出し搬送装置４ａの支持枠１２の内部には図３並びに図４
に示すように、本発明における搬送路を成す下げコンベア２０が厨房エリア１側から各張
出し搬送装置４ａの張出し先端まで延設されており、該下げコンベア２０上を、張出し先
端側から厨房エリア１側へ回収ボックス２２を搬送できるようになっており、これら厨房
エリア１側へ下げコンベア２０上を搬送されてきた回収ボックス２２は、前述の回収コン
ベア９により洗浄槽１０側に搬送される。
【００１９】
　各張出し搬送装置４ａの支持枠１２両側には、搬送路Ｌ１，Ｌ２に沿ってそれぞれ飲食
カウンタ５或いは飲食テーブル６が配置され、これら飲食テーブル６に臨む支持枠１２両
側壁には、図４に示すように、使用後の寿司皿Ｓ等の飲食容器を収納した回収ボックス２
２を、張出し搬送装置４ａ内部に投入するための複数の投入口１５が各飲食テーブル６毎
に対応して配置されている。
【００２０】
　つまり、本発明の搬送路を成す下げコンベア２０は、図３並びに図５に示すように、飲
食客が飲食を行う飲食テーブル（飲食台）６に隣接して設けられた投入口１５（投入部）
において、飲食テーブル（飲食台）６天面の飲食時における高さ位置よりも低い位置に、
回収飲食物容器である使用済みの寿司皿Ｓ等を収納した回収ボックス２２を搬送するため
の搬送面２０’を有する搬送路である。
【００２１】
　この投入口１５は、図４並びに図５に示すように、取っ手１６’を設けた本発明の開閉
部となる開閉扉１６並びに、飲食テーブル６の張出し搬送装置４ａ側の領域部分を構成し
、昇降可能とされた昇降部３１によって常時閉塞されており、この開閉扉１６はその両側
部に形成された図示しないスライドレールにより、上下方向にスライド自在に設けられて
おり、常時は自重により下方にスライドすることで閉状態となるように構成されていると
ともに、その上方への移動（スライド）が、張出し搬送装置４ａ内に設けられたソレノイ
ド３７により出没自在とされた係止ピンにより規制されることにより、常時（飲食客の飲
食時）においては飲食客が上方にスライドさせて開放できないようになっており、これら
開閉扉１６の開放は、昇降部３１を降下させる際に操作される、各飲食テーブル６に設け
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られた作動スイッチ３６が操作されることにより、ソレノイド３７により係止ピンが没状
態とされることで、開閉扉１６が昇降部３１と連動して作動時においてのみ開放できるよ
うになっている。
【００２２】
　これら投入口１５に対応する本実施例に用いた各飲食テーブル６は、図４に示すように
、その投入口１５の近傍側となる、前述したように昇降可能な部分である昇降部３１と、
投入口１５の遠方側となる、高さ位置が不動に固定された部分である固定部６’とから構
成されており、これら昇降部３１が最も上昇した高さ位置（最上昇位置（通常高さ位置）
）において、該昇降部３１の上面を成す面一とされた上面板３８と載置板３２の上面が、
固定部６’の天板２８の上面の高さ位置と同一となって、これら上面板３８と載置板３２
の上面と天板２８の上面とが面一とされることで、通常の飲食時において大面積の飲食領
域を有する飲食テーブル６を形成できるようになっている。
【００２３】
　また、天板２８の投入口１５の遠方側となる下面には、図５に示すように、作動スイッ
チ３６が設けられているとともに、その上面には、投入口１５側の方向に天板２８上をス
ライド自在とされた開閉板８が設けられている。
【００２４】
　この本実施例の昇降部３１の下方には、該昇降部３１を支持するとともに、該昇降部３
１を昇降させるための円筒状の昇降装置３０が設けられている。
【００２５】
　また、本実施例の載置板３２には、図４に示すように、常備品２５である醤油差しや箸
箱、ガリ入れが位置ずれしないように載置するためのこれら醤油差しや箸箱、ガリ入れの
底部形状に合致した所定形状とされた図示しない凹部が形成されており、これら凹部に醤
油差し、箸箱、並びにガリ入れを載置しておけるようになっているとともに、本実施例の
昇降部３１には、図５に示すように、これら載置板３２の下方位置に、これら醤油差し、
箸箱、並びにガリ入れを載置した状態のままの載置板３２を格納するための有底箱状の収
納部３３が設けられている。
【００２６】
　そして、本実施例の昇降装置３０は、図５に示すように、昇降部３１全体を支持する外
筒部３５と、該外筒部３５の内部に挿通されて、載置板３２のみを支持する内芯部３４と
を備え、これら内芯部３４と外筒部３５とを個別に昇降させることのできる多段昇降機構
を有しており、外筒部３５に先駆けて内芯部３４を降下させることにより、常備品２５を
載置した状態の載置板３２を収納部３３の内部に自動的に収納できるようになっている。
【００２７】
　つまり、本発明の回収飲食物容器搬送設備は、その内部に本発明の搬送路となる下げコ
ンベア２０を備えるとともに、本発明の投入部となる投入口１５を有する張出し搬送装置
４ａと、該張出し搬送装置４ａの側部位置に隣接配置された飲食テーブル６とで主に構成
されている。
【００２８】
　以下、本実施例の循環搬送装置４において、飲食客エリア２の各張出し搬送装置４ａに
供給された寿司が載置された寿司皿Ｓが飲食客により取り出されて、飲食テーブル６にて
飲食された後、該飲食された寿司皿Ｓ等の飲食容器が回収される状況について以下に説明
する。
【００２９】
　飲食テーブル６において飲食が済んで飲食客が立ち去った後、店員は、寿司皿Ｓ等の飲
食容器を収納して搬送するための回収ボックス２２を該飲食テーブル６に持参し、これら
寿司皿Ｓ等の飲食容器を該持参した回収ボックス２２に収納する。
【００３０】
　そして、これら回収ボックス２２に飲食済みとなった寿司皿Ｓ等の飲食容器を収納した
後、該飲食テーブル６に設けられている作動スイッチ３６を操作する。
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【００３１】
　この作動スイッチ３６の一度目の操作に基づき、図示しないコントローラにより、昇降
装置３０が稼働され、まず、第１段目の降下として、内芯部３４を降下させることにより
、常備品２５を載置した状態の載置板３２が収納部３３の内部に自動的に収納される。
【００３２】
　このように、載置板３２が収納部３３の内部に収納された後、開閉板８を投入口１５側
に天板２８上をスライドさせて、該収納部３３の開口を塞ぐ。
【００３３】
　そして、このようにスライドされることで収納部３３の開口を塞いだ開閉板８上に、図
６（ｂ）に示すように、使用済みの飲食容器を収納した回収ボックス２２を位置させた後
、再度、作動スイッチ３６を操作する。尚、これら回収ボックス２２を、図６（ｂ）に示
すように、スライド前の開閉板８上に載置しておいて、開閉板８のスライドとともに移動
させるようにしても良いし、逆に、開閉板８のスライドとは個別に移動させるようにして
も良い。
【００３４】
　この作動スイッチ３６の二度目の操作に基づき、図示しないコントローラにより、昇降
装置３０が再度稼働され、第２段目の降下として、外筒部３５を内芯部３４とともに降下
させることにより、常備品を載置した状態の載置板３２を収納部３３に収納した状態の昇
降部３１全体が、該昇降部３１の上面と下げコンベア２０の上面とがほぼ面一となる所定
の高さ位置（最下降位置）まで降下されるとともに、ソレノイド３７により係止ピンが没
状態とされることで、開閉扉１６を上方にスライドして開放できるようになるので、店員
が取っ手１６’を掴んで開閉扉１６を上方にスライドさせて開放させる。尚、開放された
開閉扉１６は、図示しないストッパにより開放された所定位置に保持される。つまり、開
閉扉１６は、昇降部３１と連動して作動時においてのみ開放できるようになっている。
【００３５】
　尚、本実施例では、常備品を載置した状態の載置板３２を収納部３３に収納する段階に
おいては、ソレノイド３７を作動させないことで開閉扉１６を上方にスライドして開放で
きないようにしており、このようにすることは、載置板３２の収納部３３への収納開始時
に開閉扉１６が開放されてしまうことにより、誤って、常備品２５が投入口１５から下げ
コンベア２０上に落下してしまうことを回避できるようになることから好ましいが、本発
明はこれに限定されるものではなく、作動スイッチ３６の一度目の操作に基づいてソレノ
イド３７を作動させることで開閉扉１６を開放可能としても良い。
【００３６】
　そして、図６（ｃ）に示すように、使用済みの飲食容器を収納した回収ボックス２２が
、下げコンベア２０の上面とほぼ面一となる所定の高さ位置まで降下された昇降部３１の
上面から下げコンベア２０上に、ほぼ水平方向に自由落下することなく、店員により容易
に移動されて投入されることで、音が継続して発生することなく、更に、損傷を受けるこ
となく使用済みの寿司皿Ｓ等を下げコンベア２０上に投入できる。
【００３７】
　そして、このように下げコンベア２０上に投入された回収ボックス２２は、図３に示す
ように、該下げコンベア２０上を厨房エリア１へと搬送されて、回収コンベア９上に排出
され、該回収コンベア９により最終的に洗浄槽１０に搬送される。
【００３８】
　そして、全ての回収ボックス２２を下げコンベア２０上に投入した後、店員は、ストッ
パによる開閉扉１６の保持を解消させて開閉扉１６を自重により閉状態とさせた後、作動
スイッチ３６を操作する。
【００３９】
　この作動スイッチ３６の三度目の操作に基づき、図示しないコントローラにより、昇降
装置３０が再度稼働され、ソレノイド３７により係止ピンが出状態とされることで、開閉
扉１６を上方にスライドして開放できないようにするとともに、第１段目の上昇として、
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外筒部３５を内芯部３４とともに上昇させることにより、昇降部３１全体が、該昇降部３
１の上面と固定部６’の天板２８の上面とがほぼ面一となる通常の高さ位置まで上昇され
る。
【００４０】
　そして、このように、面一となった状態において開閉板８を天板２８側へスライド移動
させて収納部３３の開口を露出させた後、作動スイッチ３６を操作する。
【００４１】
　この作動スイッチ３６の四度目の操作に基づき、図示しないコントローラにより、昇降
装置３０が再度稼働され、第２段目の上昇として、内芯部３４を上昇させることにより、
常備品２５を載置した状態の載置板３２が、上面板３８と面一となる所定の高さ位置まで
上昇されることで、新たに飲食客が飲食可能な通常の状態に戻るようになる。
【００４２】
　以上、本実施例によれば、飲食台となる飲食テーブル６の天面の少なくとも一部を成す
昇降部３１の上面、すなわち、上面板３８と載置板３２の上面が昇降手段となる昇降装置
３０により搬送路を成す下げコンベア２０の搬送面２０’とほぼ面一な高さ位置とされる
ので、該昇降部３１の上面に載置された回収飲食物容器となる寿司皿Ｓ等の使用済みの飲
食物容器を収納した回収ボックス２２を、ほぼ水平方向に自由落下することなくスライド
させて搬送面２０’上に投入でき、よって、使用済みの飲食物容器を収納した回収ボック
ス２２を投入する際の騒音を少なくできるとともに、該使用済みの飲食物容器が自由落下
により損傷することを回避できる。
【００４３】
　また、本実施例によれば、昇降部３１が降下されない状態においては、寿司皿Ｓ等の使
用済みの飲食物容器の投入が不能とされるので、使用済みとなった寿司皿Ｓ等の飲食物容
器が、飲食客により不必要に投入されることによる不都合、例えば、会計の間違いや下げ
コンベア２０における搬送トラブル等が発生することを回避できる。
【００４４】
　また、本実施例によれば、開閉部となる開閉扉１６を有することで、昇降部３１の昇降
距離大きさに比較して、投入口１５の大きさを大きくすることができ、比較的少ない昇降
距離であっても、背丈の高い飲食物容器や多数に積層された飲食物容器となる寿司皿Ｓを
投入口１５から投入することができる。
【００４５】
　また、本実施例によれば、昇降部３１が収納部３３を有し、昇降手段となる昇降装置３
０が、内芯部３４と外筒部３５とを個別に昇降させて第１段目と第２段目の降下を行うこ
とのできる多段昇降が可能な装置とすることにより、第１段目の降下において収納部３３
内に常備品を載置した状態の本発明の載置部となる載置板３２を退避させることができ、
使用済みの飲食物容器を収納した回収ボックス２２の投入をスムーズに行うことができる
。
【００４６】
　また、本実施例によれば、常備品が載置された載置部となる載置板３２が昇降装置３０
により自動的に収納部３３内に格納されるようになるので、これら常備品を退避させる手
間を省くことができ、使用済みの飲食物容器を収納した回収ボックス２２の投入をより一
層スムーズに行うことができる。
【００４７】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれる。
【００４８】
　例えば、上記実施例では、回収飲食物容器である使用済みの飲食物容器を収納した回収
ボックス２２を投入口１５から投入するようにしており、このようにすることは、下げコ
ンベア２０や回収コンベア９での搬送時における寿司皿Ｓ等の飲食物容器の損耗を低減で
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きることから好ましいが、本発明はこれに限定されるものではなく、これら投入口１５か
らは、例えば図７に示すように、回収ボックス２２を用いることなく、積層された寿司皿
Ｓ自体を、積層状態にて下げコンベア２０の搬送面２０’上に投入するようにしても良い
。
【００４９】
　また、前記実施例では、開閉扉１６を有する構成としているが、本発明はこれに限定さ
れるものではなく、例えば、図７に示すように、これら開閉扉１６を有しない構成として
も良い。
【００５０】
　また、前記実施例では、搬送路として下げコンベア２０を用いているが、本発明はこれ
に限定されるものではなく、これら搬送路を、その他の搬送形態の搬送路、例えば、循環
搬送装置４を形成しているクレセントチェーンコンベヤ等により形成しても良い。
【００５１】
　また、前記実施例では、作動スイッチ３６の操作されて昇降部３１が降下された状態に
おいて使用済みの飲食物容器の投入が可能とされ、昇降部３１が降下されない通常状態に
おいては、使用済みの飲食物容器の投入が不能とされているが、本発明はこれに限定され
るものではなく、これらの投入が通常状態においても可能であっても良い。
【００５２】
　また、前記実施例では、収納部３３を昇降部３１に設けているが、本発明はこれに限定
されるものではなく、これら常備品を収納する収納ボックスを、例えば、固定部６’の天
板２８に設けて、回収ボックス２２の投入時において、店員がこれら常備品を該固定部６
’側に設けられた収納ボックス内に収納するようにしても良い。
【００５３】
　また、前記実施例では、開閉扉１６を上下方向にスライド開閉するものとしているが、
本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、図８に示すように、開閉扉Ｋを上面板
３８の投入口１５側端部に回動自在に軸支されたものとして、開放時においては、該開閉
扉Ｋが、収納部３３の上部開口を塞ぐようにすることで、開閉部と開閉板とを同一の部材
にて構成するようにして、可動する装置を昇降ユニット２９に集中させることで、これら
回収飲食物容器搬送設備の設置性を向上できるようにしても良い。
【００５４】
　また、前記実施例では、飲食台として飲食テーブル６について例示しているが、本発明
はこれに限定されるものではなく、飲食カウンタ５においても、各客席毎に小型の投入口
と、飲食カウンタ５に昇降部を設けて、飲食テーブル６と同様に、寿司皿Ｓや小型の回収
ボックスを水平移動により投入できるようにしても良い。
【００５５】
　また、前記実施例では、下げコンベア２０は、開閉扉１６の開閉に関わりなく駆動する
ようになっていたが、回収ボックス２２を投入するとき、例えば開閉扉１６の開放や作動
スイッチ３６の二度目の操作等に基づいて、下げコンベア２０の駆動が停止されるように
してもよく、このようにすることで、回収ボックス２２の下げコンベア２０への投入を容
易に、かつ安全に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明の実施例における循環型飲食物搬送装置を示す平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ矢視図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ断面図である。
【図４】本実施例の下方に本発明の回収飲食物容器搬送設備を成す下げコンベアを有する
循環型飲食物搬送装置を示す斜視図である。
【図５】図１のＣ－Ｃ断面図である。
【図６】（ａ）～（ｃ）は、本発明の回収飲食物容器搬送設備を成す本実施例の飲食テー
ブル６を構成する昇降ユニット２９の動作状況を示す図である。
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【図７】その他の形態の回収飲食物容器搬送設備を示す図である。
【図８】その他の形態の回収飲食物容器搬送設備を示す図である。
【符号の説明】
【００５７】
１　　　　厨房エリア
２　　　　飲食客エリア
３　　　　隔壁
４　　　　循環搬送装置
４ａ　　　張出し搬送装置
５　　　　飲食カウンタ
６　　　　飲食テーブル
６’　　　固定部
７　　　　客席
８　　　　開閉板
１５　　　投入口
２０　　　下げコンベア（搬送路）
２０’　　搬送面
２２　　　回収ボックス
３０　　　昇降装置（昇降手段）
３１　　　昇降部
３２　　　載置板（載置部）
３３　　　収納部
３６　　　作動スイッチ
３７　　　ソレノイド
３８　　　上面板
ＣＬ　　　クレセントチェーンコンベヤ
Ｓ　　　　寿司皿
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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